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教育委員会定例会会議録 

 

令和７年５月22日午後３時00分教育長竹内清が教育委員会定例会を茅ヶ崎市役所分庁舎５階

特別会議室に招集した。 

１ 会議出席委員は、次のとおり。 

  教育長 竹内 清   委 員 赤坂雅裕  委 員 伊藤季美 

  委 員 伊藤甲之介  委 員 大森美保子 

 

２ 会議出席事務局職員は、次のとおり。 

  教育総務部長 白鳥慶記          教育推進部長 松岡智紀 

  教育指導担当部長 木村千裕        教育総務課長 小川剛志 

  教育施設課長 有本昌人          学務課長 中原健一郎 

  教職員担当課長 間井雄三         社会教育課長 仲手川武 

  青少年課長 鈴木俊也           学校教育指導課長 新居博志 

  図書館長 高木直昭            教育センター所長 松永昭治 

  小和田公民館担当課長兼館長 浅井志子   鶴嶺公民館担当課長兼館長 荒名穂子 

  松林公民館担当課長兼館長 西山昭一    南湖公民館担当課長兼館長 星谷尚央 

香川公民館担当課長兼館長 松下晃久    博物館担当課長兼館長 須藤 格 

 

３ 会議の大要は、次のとおり。 

午後３時00分開会 

○教育長 会議の開会前に皆様にお知らせいたします。 

本日の定例会につきましては、議案が 18 件ございます。 

資料、議事日程につきましては事前に配付しておりますので、ご確認ください。 

それでは、ただいまから 5月定例会を開催いたします。 



日程第 1、教委議案第 22号、教育委員会の点検評価結果報告書令和 6年度自己評価の諮問に

ついてを議題といたします。 

担当事務局、説明をお願いいたします。 

教育総務課長。 

○教育総務課長 日程第 1、教委議案第 22 号、教育委員会の点検評価結果報告書、令和 6年度

自己評価の諮問について、教育総務課長よりご説明申し上げます。資料は 3ページ及び 4ペー

ジと、別冊の資料となっております。 

本案は、別冊資料の教育委員会の点検評価報告書案に関し、茅ヶ崎市教育基本計画審議会か

ら意見をいただきたく、茅ヶ崎市教育基本計画審議会規則第 2条の規定に基づき、諮問をする

ため提案するものでございます。別冊資料の 1ページをご覧ください。 

本市教育委員会では、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26 条により、教育委員会

の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検評価と、茅ヶ崎市教育系教育基本計画の進行

管理を一体的に実施しております。2ページをご覧ください。 

点検評価の流れにつきましては、図のとおり、こちらの教育委員会による自己評価を、教育

基本計画審議会で調査審議していただき、知見を作成していただきます。そして、いただいた

知見をふまえ、教育委員会で報告書を作成し、公表します。教育委員会事務局による自己評価

における、政策ごとの個別の詳細な評価等につきましては、別冊資料に記載したとおりでござ

いますが、特筆すべき点についてご説明します。 

まず、6ページから 22ページでは、政策１「児童・生徒の資質と能力をはぐくむための授業

づくりと学びを支える体制の構築」について記載しています。自己評価については、6ページを

ご覧ください。地域の教育資源を生かした学校運営の推進に向け、令和 6年度は新たに小学校 5

校、中学校 3校がコミュニティ・スクール、学校運営協議会制度を導入しました。地域防災や

子どもの居場所づくり、学習支援、見守り活動などについて、各協議会で地域の課題に応じた

建設的な話し合いが行われました。今後は、各協議会の好事例を学校間で共有できるよう、教

育委員会としてさらに積極的な支援や働きかけを行ってまいります。 



教育 ICT 環境の整備に関しては、5年度に導入した統合型校務支援システムの本格運用が開始

されました。このことにより、児童・生徒のさまざまな情報がデータとして蓄積されます。今

後は、そのように蓄積されていくデータをどのように活用すれば、児童・生徒の個別最適な学

びにつながるかを明らかにし、効果的なシステム運用につなげていきたいと考えます。また、

共生社会の実現に向けたインクルーシブ教育の推進にあたっては、次年度の特別支援学級開設

準備や居住地交流に関するガイドラインの策定を進め、多様な学びの充実を図りました。 

続いて、政策 2「質の高い学びを創るための教職員の人材育成と働きやすい環境の整備」は、

24 ページから 33 ページまでに記載しています。自己評価については、24ページをご覧くださ

い。全国的な課題となっている教職員の働き方改革に向けて、国や県の指針等との連携・整合

を図りながら、茅ヶ崎市立学校教職員の働き方改革指針の策定作業を進めました。特に、若手

教職員と教育委員会事務局職員により結成したワーキングチームでは、業務改善に向けた学校

現場での取り組みや教育委員会での施策についての情報共有とその効果的な実践に向けた議論

を行いました。教育委員会事務局と学校現場が一体となって取り組みを加速化させていくため

にも、人材育成の取り組みにおいても、働き方改革の視点をより強く意識し、研修や情報提供

のあり方に反映させていくよう努めます。 

続いて、政策 3「子どもと大人が共に育ちあう社会教育の推進」については、38 ページから

64 ページまでとなります。自己評価は、38ページです。公民館では、重点施策である「3－2 

学びと交流を通じた地域の教育力の向上」における取り組みの実績が示すように、バラエティ

に富んだ企画や、現代的課題に関わるテーマや地域のつながりづくり等、多様な主体と共につ

くる講座等の企画・展開を行いました。また、そのような実践の場づくりの経験を重ねること

を通じた、社会教育関係職員の資質向上に努めました。体験学習センターでは、令和６年度か

ら指定管理者による運営が開始され、事業者のノウハウが生かされるかたちでの体験学習事業

の充実につなげることができたと考えます。児童クラブの待機児童解消に向けては、学校施設

の利活用をはじめ、さまざまな取り組みを進めました。学校施設の活用にあたっては、各学校

等の実情を踏まえながら丁寧な調整に努め、今後も取り組みを推進してまいります。 

続いて、政策 4「郷土に学び未来を拓く学習環境の整備」は、66 ページから 73ページまでと



なります。自己評価は、66 ページです。開館から 2年半が経過した博物館は、継続して市内外

から多くの方々に来館いただいています。館で収蔵・保管している資料をインターネット上で

閲覧できるデジタルアーカイブの公開点数を増やすなど、オンラインでの利用も推進し、広く

学習の機会の充実を図りました。文化財保護施策では、国の登録有形文化財である旧藤間家住

宅主屋について、耐震性や破損状況等の現況調査を行いました。今後、同調査結果に基づき耐

震改修の基本設計を行うとともに、保存活用計画の策定に着手します。 

最後に、78 ページから 102 ページまで記載の政策 5から 7については、それぞれの政策の効

果を確認する指標の推移に、大幅な下降傾向はなく、同程度もしくは改善がみられています。

その中の特徴的な取り組みとして、92ページ、政策７「子どもの健やかな成長を支える教育環

境の整備」をご覧ください。本計画の重点施策のひとつである「中学校給食の実現」につい

て、市内 6校で選択制デリバリー方式の給食を開始しました。生徒の喫食率は、6割から 7割程

度であり、栄養バランスのとれた昼食を提供し、健康の保持増進を図ることができました。７

年度からは全中学校での実施となりますが、より魅力的で、満足度の高い中学校給食を目指

し、取り組みを進めてまいります。 

また、今回の点検・評価では、計画の中間年度を迎えるにあたり、市長部局と連携する施策

に関する活動状況についての総括を行い、基本方針ごとにまとめ、34 ページ・74 ページ・104

ページに掲載しています。たとえば、104 ページに記載しております中学校給食利用促進対策事

業では、学務課と市長部局のこども政策課が連携し、こども未来応援基金繰入金を活用し、20

食相当分の給食費を無償化しました。そのように教育委員会と市長部局の連携によって、より

よい成果につなげる、さまざまな連携の取り組みが進めてきましたが、今後も子どもたちの支

援など、目的や目指す姿を共有したうえで、機能的な役割分担を行い、協働する、効果的な連

携を増やしていきたいと考えております。 

以上、簡単ではございますが、特筆すべき点についてご説明させていただきました。よろし

くご審議のほどお願いいたします。 

○教育長 説明が終わりました。ご意見、ご質問等がございましたらお願いいたします。 



○伊藤甲之介委員 点検評価結果のところでですね、10 ページ 11 ページ、それから 13ページ

等にですね、人的支援のことが書いてあります。やはり茅ヶ崎市はですねこの人的支援を非常

に活用されているっていうところがここにも見て取れるというふうに思います。 

これは素晴らしいことだというふうに思うところです。あと質問ですけども、一つ目は、30

ページのところに、教職員の自主的な研修支援というところで、IRセミナーは、これ前回も、

話題になった、昨年ですかね、話題になったところだと思いますけども、今回、7人ということ

で、これは何か理由はあるのかなと思いますけどもその点についていかがでしょうか。お願い

いたします。 

○教育長 教育センター所長。 

○教育センター所長 教育センター所長お答え申し上げます。 

令和 5年の 42人から 6年は 7人ということで、検証いたしました。7人のうちですね、実際

には、新規の臨時的任用職員が 5人となっております。そして 28 ページに書かせていただいて

いるんですが、臨時的任用職員を研修は年 5回ということで体系化して実施しているところで

ございます。そして新規の臨時的任用職員はしっかりと、出向参加ということにしておりまし

て、このトワイライトセミナーにつきましては、臨時的任用職員の集合研修から繋がってさら

に、自主的に事業づくり、或いは教授選任教育実践に関する相談を受けたいということで、ト

ワイライトセミナーに繋がったケースでございます。 

一方で、28 ページをご覧いただきますと、活動内容の下から二つ目、要請訪問研修、こちら

も、令和 5年度から令和 6年度にかけて、随分と増加しております。つまりこの二つの違いに

ついて私ども関係があるのではないかというふうに考えているところでございます。 

学校を離れた自主的なプライベートセミナーを要望するか、或いは学校現場で授業を実際に

見てもらいながら、教育指導員の指導、助言を必要とするかということで、その違いが今回、

令和 6年度については、トワイライトセミナーから要請訪問研修へ移行したのではないかとい

う一つの分析仮説を持っているところでございます。ですから今後も、学校現場としまして

は、自己研鑽の場としてとらえたセミナー、もしくは学校現場を研修の場としてとらえた要請



訪問研修どちらのニーズが高いのか、こういった要望も踏まえながら、注視そして分析をして

参りたいと考えておるところでございます。以上です。 

○伊藤甲之介委員 はい、ありがとうございました。2点あって、一つは、今おっしゃっられた

ように 12ページのところに、真ん中あたりに学校からの要請に応じた校内研究等にかかる指導

助言というところの数字が、令和 5年が 155 回から 6年が 421 回になっています、これはすご

いことだというふうに思いました。そういうことが、裏にありますよっていうようなことです

よね。 

もう 1点は、昨年度もお話しましたけども、臨時の方は、正規の教員ではないにもかかわら

ずこの臨時の先生に対する研修を、やってらっしゃるってことは素晴らしいことだというふう

に思いました。ありがとうございました。 

もう 1点よろしいですか。博物館のことでちょっとお話を聞こうと思ったんですけども、デ

ジタルアーカイブとかに対する対応というのがすごく進んでいるなというふうに思ったところ

です。ホームページの検索数がすごく増えているというところは、すごいな、さすがだなとい

うふうには思ったところです。ところがですねこのデジタルアーカイブとアプリケーションの

運用というところで、アプリのダウンロード数が、令和 5年が 2337。安易なんですけども、6

年度は 804 とコマ減っちゃっているんですね。この辺のところは何かこう考察等があれば、お

願いできればっていうふうには思うところです。よろしいでしょうか。 

○教育長 博物館担当課長。 

○博物館担当課長 博物館担当課長、お答えさせていただきます。 

デジタルアーカイブ、令和 5年度から立ち上げまして公開運用をしております。またその中

のコンテンツを活用しましたまち歩きアプリを同じく令和 5年度から配信をさせていただいて

おります。令和 5年度は、この配信を始めたアプリケーション等関連をした教育活動というの

か、かなり積極的に展開をして参りました。令和 6年度につきましても、展示会で紹介した、

例えば、寺社仏閣でございましたり、自然のコースであったりとかそういったものを、また観

覧者の方、市民利用者の方が、博物館に来ずとも、ご自身でご都合のよい時間にそのコースを



回るというような取り組みをしたところではございますが、やはりスタートした初年度と比べ

ますと、ちょっと広報活動が若干足らなかったというふうに分析をしております。今年度も引

き続き行って参ります。区活動の中でも可能な限り活用して参りたいと思います。多くの方に

親しんでいただけるよう取り組んで参りたいと考えております。以上でございます。 

○伊藤甲之介委員 ありがとうございました。ホームページの方でも閲覧数は増えていますの

で、これはもう素晴らしいことだというふうに思いますのでこれからも、どんどん頑張ってい

ただければというふうに思うところです。以上です。 

○教育長 他にいかがでしょうか。 

大森委員お願いします。 

○大森委員 自己評価の、10ページのところに、枠の一番下に、茅ヶ崎市小学校水泳学習モデ

ル事業とありまして、前年度は 2校、となり、6年度について、施設利用型が 4校、指導者派遣

型が 15 校と、随分数が変わってきているように思うんですが、実際なさった上での具体的な内

容を少しお知らせいただければと思います。 

○教育長 学校教育指導課長。 

○学校教育指導課長 はい。お答えいたします。 

もともとはこれまで学校の方で水泳の学習が行われていたところなんですが、当然、学校の

プールの学習というのは大体 6月から 9月ぐらいが目途に行われております。ただ、天候の影

響であるとか、水温の関係等、最近であると、暑すぎるということでですね、運動をするには

ふさわしくないということでなかなか計画的に行うことができない状況で、またですね、非常

に多くの子供たちが、小学校であると二つクラスごとで行うということもあるので、安全面

で、監視をする先生が、非常に手薄であるという、そういった反省もありまして、課題もあり

まして、市内の民間の施設を活用した、それを民間の指導者に指導していただいて、先生がそ

れを周りで見て、学習評価をしたり、声掛けをしたりと、民間の活力を生かして、それぞれの

いいところをというところでスタートしております。 



令和 5年度はモデル事業ということで、小学校 2校で開始し、令和 6年度から本格的な実施

というところで拡充しております。 

今後も、拡充して、最終的には市内の小学校全校 19 校、民間施設を活用した水泳学習という

ところで、ただそれをするには、民間の事業者さんの状況もあるので、よく連携調整をしなが

ら、順次進めていきたいと思っております。以上でございます。 

それと派遣型については、民間施設を利用ができていない他の学校については、民間の指導

者を学校の方に来ていただいて、指導していただくと、そういった取り組みをしております。

それを市内の全校やって、順次、市内の 19校全部、市内の民間の施設を活用して行っていく

と、そういう状況でおります。以上でございます。 

○教育長 他にご意見等がなければ日程第 1、教委議案第 22 号、教育委員会の点検評価結果報

告書令和 6年度自己評価の諮問については、原案の通り諮問することでいかがでしょうか。 

（異議なしの声） 

それでは、原案の通り決します。 

次に日程第 2、教委議案第 23号、神奈川県教育委員会と連携した茅ヶ崎市立学校の教職員の

働き方改革指針の策定についてを議題といたします。 

担当事務局、説明をお願いいたします。 

教職員担当課長。 

○教職員担当課長 日程第 2、教委議案第 23 号、神奈川県教育委員会と連携した茅ヶ崎市立学

校の教職員の働き方改革の指針の策定についてについて、教職員担当課長よりご説明申し上げ

ます。 

議案書は 5ページから 21ページです。議案書 8ページをご覧ください。 

本指針については、令和 7年 3月に改定された神奈川の教員の働き方改革に関する指針を参

考とし、神奈川県教育委員会と一体となり、教職員の働き方改革を推進するため、策定するも

のです。また、本指針は、神奈川県の指針を基本的な考え方としてとらえ、一体となった取り

組みを進めていくことを目的としているため、多くの項目を、神奈川県の指針の内容に合わせ



ています。 

9 ページをご覧ください。項番 2、基本的な考え方については、茅ヶ崎市教育基本計画の基本

理念の考え方や働き方改革の目指す姿などを掲載しています。 

11 ページをご覧ください。項番 2の 3、指針の期間については、令和 7年度から 12年度まで

としており、これは実施計画 2030 の期間に合わせているものです。項番 2の 4、指針の対象に

ついては、チーム学校として、市立小中学校に在籍するすべての教職員を対象としています。 

項番 2の 5、指針の目標指標については、長時間勤務の是正として、時間外在校等時間の月 45

時間越え及び年 360 時間越えの割合を 0％とすることとしています。また、教職員のウェルビー

イングの向上として、働きやすい職場であるや、仕事にやりがいがあると感じている教職員の

割合を 80％以上とすることとしています。項番 2の 7、進行管理については、指標の達成度の

確認については、教育委員会の点検評価の中で行っていくこととしています。 

12 ページをご覧ください。項番 3の 1、目標達成に向けた取組の方向性については、目標達

成のため、神奈川県と一丸となって取り組みを進めていくこととし、四つの方向性を掲載して

います項番 3の 2、想定される具体的な取り組みの一覧については、具体的な取り組み内容は、

実施計画 2030 の策定や教育大綱及び教育基本計画の見直しに合わせて検討することとしてお

り、現時点で想定される取り組みの一覧を掲載しています。 

16 ページからの参考資料については、これまでの教職員の働き方改革に資する取り組みや、

勤務実態、令和 5年度に実施した教職員向けアンケートの結果などを掲載しています。 

説明は以上になります。よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○教育長 説明が終わりました。ご意見、ご質問等がございましたらお願いいたします。 

大森委員お願いします。 

○大森委員 定例会議案の 9ページを見て感じたことなんですけれども、教師の働き方改革と

なると、時間的なことをついつい私たちは考えてしまいがちですけれども、その根底には、先

生方が、生徒さんたちに向き合う精神、どういう精神が大事だよ、こんな精神でいたらいいよ

ねっていうような感想を持つことができるほどの文章が書かれていると感じました。 



特に、二つの枠の下のところですね。 

下から 3行目。全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びを実

現させるためには、教師自身が創造的で魅力的な仕事なんだよということを根底に流していく

点。先生たちが教師という、仕事に誇りを持って働いてくださるようなイメージが持てる文章

になっていると思ってとても感銘を受けました。 

時間的な制約だけではなくて、こういう心の面からもサポートしていただければと感じた次

第でございます。 

○教育長 他にいかがでしょうか。 

赤坂委員お願いいたします。 

○赤坂委員 はい。感想と質問を一つ述べます。感想ですが 16ページの参考資料、アンケート

をもとに本当に素晴らしい資料が作られております。学務課を中心に書かれたと思いますが、

この参考資料は本市の教育委員会の質の高さとかレベルの高さっていうのを非常に表している

と思います。先生方の実態を調べ、そこから解決する方策が立てられており、非常に確かな仕

事ができているなということを感じます。 

質問です。参考資料の中の 20ページに、先生方の悩んでいることはなんですかという質問が

あるわけですが、その一番上、一番多いのが、ワークライフバランスが思うように取れないこ

とというわけですね。このワークライフバランスっていうのをもう少し詳しく教えていただけ

ないでしょうか。お願いします。 

○教育長 教職員担当課長。 

○教職員担当課長 お答え申し上げます。自由記述と合わせて考えますと、単純に勤務時間が

長すぎて、自分の趣味にかける時間が取れない、或いは土曜日曜も部活動等に時間を取られ

て、家族との過ごす時間がなかなか思うように取れないと。或いは、休む時間が少なくて、ど

うしても疲労を抱えたまま月曜日を迎えなければいけないといったような意見が多く上がって

おりました。以上でございます。 



○教育長 他にいかがでしょうか。 

伊藤甲之介委員お願いします。 

○伊藤甲之介委員 この議案のところの 9ページ、のところに、基本的な考え方っていうのが

載っていましてこれを見るとやはり児童生徒のことを中心に考えられてるってことがよくわか

る。そういったものになってるなというふうに思いました。 

働き方改革というのは、教育改革だというふうに私は思うんですね。勤務時間っていうのも

あるんでしょうけどもまずは教育改革だよって、それが前面に出てる内容だというふうに、思

いましたので、11ページのところを見るとですね長時間勤務の是正ってこともあるんですけど

も教職員のウェルビーイングの向上ってことも書いてあり、やはり児童生徒のこと、そして教

員のことを考えて進むのが、働き方改革だっていうふうなことがあらわれてるものだというふ

うに思いました。 

そして 12ページなんですけども、業務の削減見直しの中で学校行事の見直し、効率化。これ

は大事なことだというふうに思うんですけども、やはり先ほどもお話しましたようにまず児童

生徒のことがありますので、児童生徒に何を目的にするのか、何をさせたいのかっていうこと

を明確にした後で、見直しをするってことが、すごく大事なことかなというふうに思いまし

た。 

で、もう 1個意見ですけども、13ページに通話録音機の導入による相談等の的確な把握って

ことが書いてあります。これぜひとも、導入していただきたいというふうに思います。県立の

学校などは電話をすると、ここに必ず繋がって録音されてますよってことを聞いてから本題に

行くというようなことに、設定になってますので、それも最初はちょっとと思うんだけど、慣

れれば大したことないですから、やはりこれ早めに導入されるのがよろしいかなというふうに

思うところです。 

最後質問ですけども、学校閉庁日の遵守ってことが 12ページに書いてあるんですけども、これ

は。 

○教育長 教職員担当課長。 



○教職員担当課長 ご説明申し上げます。学校閉庁日については守られていないから書いてあ

るというよりも今後も守り続けていってくださいということを強調したくて載せているといっ

たものでございます。以上でございます。 

○教育長 他にいかがでしょうか。 

よろしいですか。 

特に他にご意見等がなければ、日程第 2、教委議案第 23 号、神奈川県教育委員会と連携した

茅ヶ崎市立学校の教職員の働き方改革指針の策定については、原案の通り決定することでいか

がでしょうか。 

（異議なしの声） 

それでは、原案の通り決します。 

次に、日程第 3、教委議案第 24 号、教育上特別の支援を必要とする児童・生徒等の就学及び

支援に関する事項についての諮問についてを議題といたします。 

担当事務局、説明をお願いいたします。 

学校教育指導課長。 

○学校教育指導課長 日程第 3教委議案第 24 号教育上特別の支援を必要とする児童生徒等の就

学及び支援に関する事項についての諮問についてにつきまして、学校教育指導課長よりご説明

申し上げます。 

議案書は 22 ページ、及び 23ページでございます。 

学校教育法の施行令第 18条の 2の規定に基づきまして、教育上特別の支援を必要とする児童

生徒等の就学及び支援に関する事項について審議を行うため、茅ヶ崎市教育支援委員会に諮問

することにつきまして、ご審議いただきますようお願い申し上げます。以上でございます。 

○教育長 説明が終わりました。ご意見ご質問等がございましたらお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

特にご意見等がなければ、日程第 3、教委議案第 24 号、教育上特別の支援を必要とする児童



生徒等の就学及び支援に関する事項についての諮問については、原案の通り諮問することでい

かがでしょうか。 

（異議なしの声） 

それでは、原案の通り決します。 

次に日程第 4、教委議案第 25号、令和 8年度使用小・中学校及び特別支援学級教科用図書採択

基本方針についてを議題といたします。 

担当事務局、説明をお願いいたします。 

学校教育指導課長。 

○学校教育指導課長 日程第 4、教委議案第 25号、令和 8年度使用小中学校及び特別支援学級

教科用図書採択基本方針についてにつきまして、学校教育指導課長よりご説明申し上げます。 

議案書は 24 ページでございます。 

令和 8年度使用小中学校及び特別支援学級教科用図書採択に係る基本方針についてご提案申

し上げます。議案書 25ページをご覧ください。 

令和 8年度使用小中学校及び特別支援学級教科用図書採択基本方針を読み上げまして、提案

にかえさせていただきます。 

令和 8年度使用小中学校及び特別支援学級教科用図書採択基本方針、茅ヶ崎市教育委員会教

科用図書は、学校教育において、主たる教材として使用されるものである。従って、その採択

にあたっては、十分な調査研究を行い、児童生徒に最も適した教科用図書を採択すべきであ

る。また、義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律及び神奈川県教育委員会の令

和 8年度義務教育諸学校使用教科用図書採択方針により採択しなければならない。 

以上に基づき、次の方針により、茅ヶ崎市における令和 8年度使用小中学校及び特別支援学

級教科用図書を採択するものとする。 

1、茅ヶ崎市における小・中学校教科用図書の採択は、茅ヶ崎市教科用図書採択検討委員会の示

す資料等に基づいて協議を行い、種目ごとに一種に決定する。 

2、特別支援学級教科用図書については、1により決定された小・中学校教科用図書もしくは文



部科学省著作の特別支援学校教科書等から適切なものを採択する。 

3、継続採択年度にあたっては、特別の理由のある場合を除いて前年度採用されたものを採択す

る。 

なお資料といたしまして、26ページから 30ページに、神奈川県教育委員会が定めました令和

8年度、義務教育諸学校使用教科用図書採択方針を添付してございます。 

以上、よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○教育長 説明が終わりました。ご意見ご質問等がございましたらお願いいたします。 

○学校教育指導課長 訂正をお願いいたします。 

今、私がご説明させていただいた 3番のところですね、一番最後の継続の採択年度にあたっ

てはというところですが、特別の理由がある場合を除いて前年度採用っていうふうに言ってし

まったところですが、これ採択の誤りです。訂正させていただきます。よろしくお願いしま

す。 

○教育長 訂正を認めます。ご意見等よろしいですか。 

特にご意見等がなければ、日程第 4、教委議案第 25 号、令和 8年度使用小中学校及び特別支

援学級教科用図書採択基本方針については、原案の通り決定することでいかがでしょうか。 

（異議なしの声） 

それでは、原案の通り決します。 

次に、日程第 5教委議案第 26号、茅ヶ崎市立学校学校運営協議会設置についてを議題といた

します。 

担当事務局説明をお願いいたします。 

学校教育指導課長。 

○学校教育指導課長 日程第 5、教委議案第 26号、茅ヶ崎市立学校学校運営協議会設置につい

て、につきまして、学校教育指導課長よりご説明申し上げます。 

議案書は 31 ページでございます本案は、37ページ、38ページにあります、茅ヶ崎市学校運



営協議会規則第 2条の規定に基づき、32 ページから 36ページにあります通り、茅ヶ崎市立梅田

小学校、円蔵小学校、梅田中学校、中島中学校、円蔵中学校への設置を願い出るものでござい

ます。 

なお設置については、令和 7年 6月 1日といたします。 

以上、よろしくご審議のほどお願いいたします。 

○教育長 説明が終わりました。ご意見ご質問等がございましたらお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

特にご意見等がなければ、日程第 5、教委議案第 26 号、茅ヶ崎市立学校学校運営協議会設置

については、原案の通り設置することでいかがでしょうか。 

（異議なしの声） 

それでは、原案の通り決します。 

次に、日程第 6、議案第 27 号、茅ヶ崎市いじめ重大事態調査会規則についてを議題といたし

ます。 

担当事務局、説明をお願いいたします。 

学校教育指導課長。 

○学校教育指導課長 日程第 6、教委議案第 27号茅ヶ崎市いじめ重大事態調査会規則について

につきまして、学校教育指導課長よりご説明申し上げます。 

議案書は 40 ページとなります。 

本案は茅ヶ崎市附属機関設置条例に基づき設置された茅ヶ崎市いじめ重大事態調査会の所掌

事項、組織及び運営に関し必要な事項を定めるため提案するものでございます。 

概要につきましては、教育委員会の諮問に応じて調査を行い、その結果を答申することや、

委員は、重大事態ごとに学識経験を有する者のうちから教育委員会が委嘱をすること。 

特別の事項に関する調査のため、必要があると認めたときは、臨時委員を置くことなど、規

則に定めるもののほか、調査の運営に関し必要な事項は、会長が調査会に諮って定めること

と、整備したものでございます。 



なおこの規則は令和 7年 7月 1日から施行することとします。 

なお資料といたしまして、41ページから 43ページに、茅ヶ崎市いじめ重大事態調査会規則及

び、参照条文を添付してございます以上、よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○教育長 説明が終わりました。ご意見、ご質問等がございましたらお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

特にご意見等がなければ、日程第 6、教委議案第 27 号、茅ヶ崎市いじめ重大事態調査会規則

については、原案の通り決定することでよろしいでしょうか。 

（異議なしの声） 

それでは、原案の通り決します。 

次に、日程第 7、教委議案第 28 号、茅ヶ崎市いじめ防止対策調査会規則の一部を改正する規

則についてを議題といたします。 

担当事務局説明をお願いいたします。 

学校教育指導課長。 

○学校教育指導課長 日程第 7、教委議案第 28号、茅ヶ崎市いじめ防止対策調査会規則の一部

を改正する規則についてにつきまして、学校教育指導課長よりご説明申し上げます。 

議案書は 45 ページでございます。 

本案は茅ヶ崎市附属機関設置条例の改正に伴い、規定を整備するため提案するものでござい

ます。 

概要につきましては、題名を茅ヶ崎市いじめ防止対策審議会規則に改めること。 

臨時委員に関する規定を削ること、調査専門部会に関する規定を削るほか、所要の規定を整

備したものでございます。 

なおこの規定は令和 7年 7月 1日から施行することとします。 

なお、資料といたしまして、46 ページから 50 ページに、茅ヶ崎市いじめ防止対策調査会規則

の一部を改正する規則、そして規則の新旧対照表、そして参照条文を添付してございます。 

以上、よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 



○教育長 説明が終わりました。ご意見ご質問等がございましたらお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

特にご意見等がなければ、日程第 7、教委議案第 28 号、茅ヶ崎市いじめ防止対策調査会規則

の一部を改正する規則については、原案の通り決定することでよろしいでしょうか。 

（異議なしの声） 

それでは、原案の通り決します。 

次に、日程第 8、教委議案第 29 号、令和 7年度青少年関係団体への補助金交付についてを議

題といたします。 

担当事務局説明をお願いします。 

社会教育課長。 

○社会教育課長 日程第 8、教委議案第 29 号、令和 7年度青少年関係団体への補助金交付につ

いてにつきまして、社会教育課長からご説明申し上げます。 

議案書は 51 ページになります。 

本案につきましては、社会教育法第 13条におきまして、市が社会教育関係団体、青少年関係

団体に補助金を交付しようとする場合には、社会教育委員の会議に意見を聞いて行うとされて

おり、令和 7年 4月 25 日に社会教育委員の会議を開催しました。 

議案書 52ページ、53 ページをご覧ください。 

社会教育委員の会議より、各団体への補助金交付について、令和 7年度補助金内訳の通り、

適正な補助金交付であるとの答申をいただきました。 

本答申に基づき、令和 7年度補助金内訳を上限として、各団体に交付をするものでございま

す。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○教育長 説明が終わりました。ご意見ご質問等がございましたらお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

特にご意見等がなければ、日程第 8、教委議案第 29 号、令和 7年度青少年関係団体への補助

金交付については原案の通り補助金を交付することでいかがでしょうか。 



（異議なしの声） 

それでは、原案の通り決します。 

次に、日程第 9、教委報告第 22 号、茅ヶ崎市立学校学校運営協議会委員の委嘱に関する専決

処分についてを議題といたします。 

担当事務局説明をお願いいたします。 

学校教育指導課長。 

○学校教育指導課長 学校教育指導課長、日程第 9、教委報告第 22 号、茅ヶ崎市立学校学校運

営協議会委員の委嘱に関する専決処分につきまして、学校教育指導課長よりご説明申し上げま

す。 

議案書は 54 ページでございます。 

本案は、茅ヶ崎市学校運営協議会規則第 3条第 2項の規定に基づき、55ページの名簿にあり

ます通り、茅ヶ崎市立浜須賀小学校から報告がありました、1名の委員を専決処分したものでご

ざいます。 

なお、委員の委嘱期間については、令和 7年 5月 1日から令和 9年 4月 30 日までの 2年任期

といたします。 

以上ご報告いたしますので、ご承認をお願い申し上げます。 

○教育長 説明が終わりました。ご意見ご質問等がございましたらお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

特にご意見等がなければ、日程第 9、教委報告第 22 号、茅ヶ崎市立学校学校運営協議会委員

の委嘱に関する専決処分についての報告を承認することでよろしいでしょうか。 

（異議なしの声） 

それでは、承認することといたします。 

次に、日程第 10、教委報告第 23 号、茅ヶ崎市教育支援委員会委員の委嘱に関する専決処分に

ついてを議題といたします。 

担当事務局説明をお願いいたします。 



学校教育指導課長。 

○学校教育指導課長 日程第 10、教委報告第 23号、茅ヶ崎市教育支援委員会委員の委嘱に関す

る専決処分についてにつきまして、学校教育指導課長よりご説明申し上げます。 

議案書は 57 ページから 59 ページでございます。 

茅ヶ崎市教育支援委員会規則第 3条に基づき、関係機関等から推薦がありました 14名の委員

に、令和 6年 5月 24 日から令和 8年 5月 23 日までを、任期として委嘱しているものでござい

ますが、58、59 ページにお示ししたように、人事異動等により、一部の委員の変更を行い、新

たに 4名の委員の委嘱について専決処分したものでございます。なお、任期につきましては、

令和 7年 4月 1日から令和 8年 5月 23 日までといたします。 

以上、ご報告いたしますのでご承認をお願いいたします。 

○教育長 説明が終わりました。ご意見ご質問等がございましたらお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

特にご意見等がなければ、日程第 10、教委報告第 23 号、茅ヶ崎市教育支援委員会委員の委嘱

に関する専決処分についての報告を承認することでよろしいでしょうか。 

（異議なしの声） 

それでは、承認することといたします。 

次に、日程第 11、教委報告第 24 号、史跡下寺尾官衙遺跡群及び史跡下寺尾西方遺跡の追加指

定に係る官報告示についてを議題といたします。 

担当事務局、説明をお願いいたします。 

社会教育課長。 

○社会教育課長 日程第 11、教委報告第 24号、史跡下寺尾官衙遺跡群及び史跡下寺尾西方遺跡

の追加指定に係る官報報告か官報告示についてにつきまして社会教育課長よりご説明いたしま

す。 

議案書は 60 ページから 67 ページまでとなります。 

本件につきましては、令和 6年 6月の教育委員会定例会の審議を経て、国指定史跡、下寺尾



官衙遺跡群及び下寺尾西方遺跡の追加指定について、文部科学大臣に対し意見具申を行いまし

たが、その後の経過について報告するものでございます。 

議案書 61ページ及び 62ページをご覧ください。 

令和 6年 12 月 20 日に開催された国の文化審議会文化審議会文化財分科会の審議を経て、同

審議会は、史跡に追加指定するよう文部科学大臣に対し答申しました。 

これを受け、令和 7年 3月 10 日付で官報に告知され、下寺尾官衙遺跡群及び下寺尾西方遺跡

がそれぞれ追加指定とされました。 

詳細は議案書 64 ページに記載の通りでございます。 

説明は以上でございます。 

○教育長 説明が終わりました。ご意見ご質問等がございましたらお願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

特にご意見等がなければ、日程第 11、教委報告第 24 号、史跡下寺尾官衙遺跡群及び史跡下寺

尾西方遺跡の追加指定に係る官報報告か官報告示についての報告を承認することでよろしいで

しょうか。 

（異議なしの声） 

それでは承認することといたします。 

ここで皆様にお諮りいたします。 

これ以降の議題は予算に関する案件等でございますのでその性質上、非公開といたしたいと

思いますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認め、非公開といたします。 

それでは、日程第 12 に入る前に、事務連絡をお願いいたします。 

〔事 務 連 絡〕 

午後 3時 40 分閉会 

 


